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定
家
本

『是
則
集
』
に
つ
い
て

一　
定
家
本

『是
則
集
』
の
書
誌

定
家
本
の

『是
則
集
』
が
近
年
に
な

っ
て
世
に
出
た
の
は
、
昭
和
十
六

年
二
月
の

「観
空
庵
遺
愛
品
入
札
」

（墓
示
美
術
倶
楽
部
）
に
お
い
て
で
、

同
月
十
五
日
に
下
見
、
十
八
日
に
入
札
が
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
観
空

庵

（前
山
宏
平
翁
）
の
目
録
を
見
る
と
、

六
四
　
定
家
卿
　
是
則
集
　
堀
田
正
敦
箱
一
牛
庵
極

と
し
、
表
紙
と
本
文
二
丁
分
の
写
真
三
葉
が
掲
出
さ
れ
る
。
本
書
に
付
属

す
る
資
料
に
美
術
品
認
定
書
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
、

昭
和
十
六
年
九
月
二
十
四
日

文
部
省

竹
田
儀

一
殿

貴
殿
所
有
ノ
左
ノ
物
件
本
日
昭
和
八
年
法
律
第
四
十
一畳
塁
塁
要
美
術

品
等
ノ
保
存
二
関
ス
ル
件
第
二
条
ノ
規
定
二
依
り
認
定
セ
ラ
レ
タ
リ

右
通
知
ス

伊

井

春

樹

一　
紙
本
墨
書
是
則
集

（扉
題
定
家
筆
）

一
帖

と
記
さ
れ
、
入
札
が
あ

っ
て
七
カ
月
後
の
日
付
け
を
見
い
だ
す
。
こ
れ
は
、

そ
の
折
の
出
品
で
竹
田
儀

一
氏
が
入
手
し
、
ほ
ど
な
く
重
要
美
術
品
認
定

の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『国
書
総
目
録
』
や

『私
家
集
伝
本
書

目
』
な
ど
で
は
、
い
ず
れ
も

「重
美
」
と
し
て
竹
田
儀

一
氏
蔵
で
あ
る
と

記
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

『是
則
集
』
が
再
び
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
古
谷
稔
氏
が

「新
出
の
定
家
本
是
則
集
」
（１
）と
題
す
る
論
考
を

発
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
、
そ
こ
で
は
写
真
を
す
べ
て
示
し
、
年
表

に
よ
る
定
家
の
詳
細
な
書
写
活
動
と
か
、
定
家
本
に
添
え
ら
れ
た
資
料
に

よ
る
伝
来
の
事
情
、
筆
跡
等
多
左
白
か
ら
の
考
察
が
加
え
ら
れ
た
。
も

っ

と
も
、
こ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
資
料
の
扱
い
に
大
き

な
誤
り
が
あ
る
。
古
谷
氏
が
実
見
さ
れ
る
前
に
、
呉
文
柄
氏
が

『定
家
殊

芳
』
（２
）
で
、

是
則
集
　
一
帖
。
古
典
籍
展
観
入
札
目
録

（昭
和
三
十
九
年
四
月
）

所
見
。
現
蔵
者
不
知
。
本
文
四
丁
ウ
六
行
か
ら
八
行
ま
で
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が
定
家
筆
、
他
は
側
近
子
女
筆
。
外
題
は
定
家
筆
。

と
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
す
で
に
昭
和
三
十
九
年
の
古
典
会
に
出
品
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
以
前
に
竹
田
氏
の
手
か
ら
離
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
次
に
人
の
目
に
触
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
六
年
十

一
月
の
東
京
古
典

会
に
お
い
て
で
あ
り
、
前
田
家
旧
蔵
と
し
て
写
宣
（二
葉
と
と
も
に
紹
介
さ

れ
、
そ
れ
を
あ
る
古
書
難
が
入
札
し
、
翌
年
五
月
に
現
蔵
者
の
大
阪
青
山

短
期
大
学
が
購
入
し
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
古
谷
氏
が

手
に
し
た
の
は
、
こ
の
古
典
会
に
出
る
前
の
こ
と
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

な
事
情
で
あ
っ
た
の
か
知
ら
な
い
。

本
書
は
タ
テ
一
六

。
九
、
ヨ
コ
一
四

。
一
セ
ン
チ
の
小
本
で
、
表
紙
は

瑞
雲
文
の
緞
子
、
列
帖
装
で
、
本
文
料
紙
は
斐
紙
、　
一
面

一
〇
書
き
、
墨

付
き
七
丁
、
前

一
丁
、
後
二
丁
の
遊
紙
か
ら
な
る
。
表
紙
左
肩
に

亘
た則

集
」
と
書
し
た
題
察

（タ
テ
一
〇

。
九
、
ヨ
三

一
上
ハ
セ
ン
チ
）
が
貼
付

さ
れ
て
お
り
、
金
銀
泥
に
よ
っ
て
枠
ど
り
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
も
と
表

紙
の
中
央
に
あ
っ
た
の
か
、
現
存
題
察
と
同
じ
大
き
さ
の
、
剥
離
し
た
痕

跡
を
見
い
だ
す
。
題
策
に
は
下
絵
が
あ
り
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
定
家
筆
の

『相
模
集
』

（浅
野
家
蔵
）
や

『実
方
集
』

（天
理
図
書

館
蔵
）
の
表
紙
と
同

一
と
み
て
よ
い
。
丸
に
蝶

・
唐
草
を
萩
唐
草
文
と
あ

わ
せ
た
焼
絵
押
文
の
斐
紙
で
、
表
紙
の
破
損
に
よ
り
、
書
名
の
部
分
だ
け

を
切
り
抜
き
、
補
修
し
て
貼
り
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

『相
模
集
』
（３
）

巻
末
の
定
家
の
識
語
に
よ
る
と
、
承
久
三
年

（
一
三
二
一
）
に
紛
失
し
た

た
め
、
嘉
禄
三
年

（
一
三
二
七
）
五
月
二
十
日
に
大
宮
三
位
本
に
よ
っ
て

書
写
し
た
と
す
る
。
定
家
六
十
六
歳
の
年
だ
が
、
こ
の
前
後
に
同
じ
表
紙

の

『実
方
集
』
と
か

『是
則
集
』
な
ど
の
私
家
集
を
ま
と
め
て
書
写
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

見
返
し
は
金
銀
泥
に
よ
る
雲
霞
と
波
文
、
金
切
箔
散
ら
し
、
金
砂
子
、

銀
野
毛
を
撒
く
。
現
存
本
の
形
態
は
、
前
に
一
丁
の
遊
紙
が
あ
り
、
そ
の

墓
曲
中
央
に

「
こ
れ
の
り
」
と
記
さ
れ
、
本
文
は

一
四
番
歌
の

「
い
づ
か

た
か
」
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
単
純
な
綴
じ
誤
り
に
よ
っ
て
生
じ
た

こ
と
の
よ
う
で
、
復

万
す
る
と

一
丁
表
は
現
存
諸
本
と
共
通
す
る

一
番
歌

と
な
り
、
全
体
で
は
二
首
を
欠
く
四
三
首
が
収
め
ら
れ
る
。
こ
の
本
の
書

写
者
に
つ
い
て
、
重
要
美
術
品
認
定
書
で
は

コ
扉
題
定
家
筆
」
と
す
る
が
、

こ
れ
は
内
題
の

「
こ
れ
の
り
」
を
指
す
だ
け
な
の
か
、
外
題
に
も
及
ぶ
の

か
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
判
然
と
し
い
な
い
。
呉
文
柄
氏
は
、
外
題
の
ほ

か
に
本
文
の
四
丁
ウ
六
行
か
ら
八
行
日
ま
で
の
三
行
も
定
家
筆
と
す
る
。

こ
れ
は
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
で
は
書
写
作
業
は
ど
の
よ
う
に

し
て
進
め
て
い
っ
た
の
か
、
別
の
面
で
の
興
味
も
わ
い
て
く
る
。

『源
氏

物
語
』
の
例

（嘉
堡
九
年
二
月
十
六
日
）
の
よ
う
に
、

「家
中
小
女
」
に

書
写
さ
せ
、
途
申
割
り
込
ん
で
三
行
だ
け
自
ら
筆
を
揮

っ
た
の
か
、
依
拠

し
た

『是
則
集
』
の
臨
模
に
徹
し
、
あ
ら
か
じ
め
製
本
し
た
冊
子
本
に
、

「恋
部
」
以
下
の
三
行
だ
け
を
書
き
込
ん
で
渡
し
て
い
た
の
か
、
考
え
ら

れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
こ
の
二
つ
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
今
日
の
考
え
か
ら
す
る
と
奇
妙
な
方
法
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
定

家
は
三
行
を
ゆ
っ
た
り
と
書
写
し
た
た
め
、
残
り
の
余
白
が
乏
し
く
な
り
、

九
行
日
と

一
〇
行
日
の
歌

一
首
は
か
な
り
行
間
を
詰
め
て
窮
屈
な
状
態
に

あ
る
が
、
こ
れ
は
依
拠
し
た
資
料
に
で
き
る
だ
け
忠
実
に
従
お
う
と
し
た

―-117-―



結
果
と
思
わ
れ
る
。

一
一　
部
類
名
家
家
集
と
し
て
の
性
格

糸
の
綴
じ
誤
り
を
訂
し
た
定
家
本
の
冒
頭
は
、

亭
子
の
院
の
う
た
あ
は
せ

あ
さ
み
と
り
そ
め
て
み
た
れ
る
あ
を
や
き
の

い
と
を
は
ヽ
る
の
か
せ
や
と
く
ら
む

と
の
歌
か
ら
始
り
、
諸
本
と
共
通
す
る

一
番
歌
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の

伝
本
の
性
格
と
し
て
不
可
欠
の
部
類
分
け
が
存
在
し
な
い
。
定
家
本
で
は

部
類
を

一
切
省
略
す
る
方
針
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
以
下

「夏
」

「秋
」

「冬
」

「恋
部
」

「
さ
う

（雑
）
の
部
」
と
部
立
が
示
さ
れ
、
そ
の
下
に

歌
題
と
し
て
の
小
項
目
が
連
記
さ
れ
る
方
法
を
と
る
。
初
め
に
置
か
れ
る

は
ず
の
春
部
だ
け
が
欠
け
て
お
り
、
定
家
本
で
は
明
ら
か
に
脱
落
し
て
い

る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
来
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
伝
貫
之
筆

と
し
て
知
ら
れ
る
部
類
名
家
家
集
切
の
冒
頭
部
が
、
た
ま
た
ま

「閑
楽
庵

所
蔵
品
展
観
目
録
」

（大
阪
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
九
日
）
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
（４
）、
そ
れ
に
は
、

春
部柳

桜

桃

松

鶯
亭
子
院
可
合

あ
さ
み
と
り
そ
め
て
み
た
れ
る
あ
を
や
き
の
い
と

を
は
ゝ
る
の
か
せ
や
よ
る
ら
む

と
、
部
類
分
け
と
第

一
首
目
の
歌
が
記
さ
れ
る
。
定
家
本
で
は
物
理
的
な

原
因
で
一
丁
分
が
紛
失
し
た
の
で
は
と
考
え
た
く
も
な
る
が
、
部
類
項
目

の
書
写
に
そ
れ
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
は
必
要
な
い
し
、
半
折
し
た
後
半
の
料

紙
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
体
裁
の
上
か
ら
い
っ
て
も
無
理

で
あ
る
。
す
る
と
、
定
家
本
の
用
い
た
伝
本
に
は
、
春
部
の
部
類
分
け
を

欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

部
類
名
家
家
集
切
は

『堤
中
納
言
集
』
や

『是
則
集
』
な
ど
六
集
が
知

ら
れ
て
お
り
、
大
半
は
断
簡
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（５
）。

た
だ
、
そ
の
う
ち
兼
輔
の

『堤
中
納
言
集
』
は
大
部
分
の
七

一
首
が
冊
子

の
形
態
と
し
て
秩
父
宮
家
に
蔵
せ
ら
れ
（６
）、
そ
の
他
の
古
筆
切
と
併
せ

て
一
〇
六
首
ま
で
収
集
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
本
文
の
考
察
に
よ
り
、

断
簡
で
し
か
知
り
え
な
い
他
の
家
集
も
、
も
と
の
姿
を
お
お
よ
そ
想
定
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

『堤
中
納
言
集
』
で
は
、
ま
ず
四

季

・
恋

・
哀
傷

・
雑
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
、

「春
部
」
で
あ
れ

ば

「元
日
　
一一一月
尽
　
梅

柳

桜
　
款
冬
　
藤
　
帰
雁
」
と
小
項
目
の

部
類
が
題
と
し
て
配
列
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
歌
の
初
め
に
む
こ
の
題
が
再

度
記
さ
れ
、

「元
日
」
と
し
て
そ
の
歌
が
、　
ヨ
一月
尽
」
と
し
て
は

「
三

月
晦
日
」
の
歌
が
並
べ
ら
れ
る
と
い
う
体
裁
で
あ
る
。

『是
則
集
』
の
現

存
本
は
、
す
べ
て
こ
の
部
類
名
家
家
集
本
の
系
統
で
、
歌
の
部
分
的
な
欠

脱
と
か
増
補
に
よ
っ
て
五
系
統
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

定
家
本
に
も
ど
る
と
、
春
部
は
八
首
、
そ
れ
と
右
聾
不
し
た
部
類
名
家
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家
集
切
の
目
次
と
を
重
ね
る
と
、

柳
　
　
１

桜

　

　

２

３

４

５

桃

　

６

松
　
　
８

（定
家
本
で
は
七
首
目
）

驚
　
　
７

（定
家
本
で
は
八
首
目
）

と
な
る
。
右
で
は
私
家
集
大
成
本
の
番
号
を
付
し
た
が
、
日
次
の
項
目
で

は

「松
」

「鶯
」
の
順
で
、
注
記
し
た
よ
う
に
定
家
本
で
は
そ
う
な
っ
て

お
り
、
標
準
的
な
本
文
と
さ
れ
る
書
陵
部
本
な
ど
で
は
順
序
が
逆
に
な
っ

て
い
る
。
か
と
い
っ
て
、
定
家
本
で
は
春
部
を
欠
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

い
ず
れ
の
伝
本
も
部
類
名
家
家
集
本
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
と
は
言
え

そ
う
に
な
い
。
定
家
本
だ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
他
の
諸
本
に
お
い
て
も
、

『堤
中
納
一言
集
』
が
見
せ
て
い
た
よ
う
な
、
歌
の
初
め
に
再
度
題
目
を
示

す
整
然
と
し
た
方
法
が
徹
底
し
て
い
な
く
、
こ
の
あ
た
り
依
拠
し
た
本
文

の
乱
れ
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
定
家
本
で
は
、

春
部
の
部
類
を
持
た
な
い
ほ
か
、

「恋
部
」

「ざ
う
の
部
」
と
す
る
も
の

の
、

「秋
」

「冬
」
に
は

「部
」
の
語
句
が
な
い
。
ま
た
、

「秋
」
を
と

り
あ
げ
る
と
、
そ
の
部
類
と
し
て

「し
ぐ
れ
　
つ
ゆ
　
山
　
水
　
も
み
ぢ

き
く
　
か
り
」
と
し
、
以
下
の
歌
の
初
め
に
は
こ
れ
ら
の
項
目
が
記
さ
れ

た
り
、
歌
の
題
に
見
え
る
た
め
重
複
を
避
け
る
た
め
か
、
省
略
さ
れ
て
し

ま
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
現
象
も
、
定
家
本
で
恣
意
的
に
取
捨

し
て
書
写
し
た
た
め
で
は
な
く
、
部
類
名
家
家
集
本
の
す
で
に
瑕
疵
を
持

つ
転
写
本
が
流
伝
し
、
そ
れ
を
定
家
の
も
と
で
底
本
に
用
い
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
ろ
う
。

〓
一　
定
家
本
の
伝
来

定
家
本
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
現
在
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
と
な

っ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
複
雑
な
伝
来
の
事
情
が
あ

っ
た
よ
う
で
、

す
で
に
指
摘
し
た
古
谷
稔
氏
も
付
属
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
こ
の
本
は
四
重
の
桐
箱
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
第

一
の
外

箱
横
に
は

「紙
本
墨
書
／
是
則
集
／
扉
題
定
家
／
筆
重
要
美
術
品
」
と
す

る
、
認
定
書
か
ら
の
引
用
に
よ
る
付
箋
が
押
さ
れ
る
が
、
第
二
の
箱
蓋
に

は
、

「是
則
集
　
全
部
／
京
極
中
納
言
定
家
卿
筆
」
と
打
付
書
き
さ
れ
、

蓋
裏
に
は

「摂
津
守
正
敦
書
」
と
し
、
第
二
の
箱
蓋
に
は

「定
家
　
是
則

集
」
と
定
家
様
の
筆
跡
に
よ
る
付
箋
が
貼
付
さ
れ
る
。
箱
書
き
が
仙
台
藩

主
伊
達
宗
村
を
父
に
持
つ
堀
田
正
敦
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
本
の
伝
来

の
由
緒
止
し
さ
を
思
わ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。

付
属
資
料
と
し
て
は
、
ま
ず
折
紙
極
め
と
し
て
、

是
則
集

全
部

紙
数
拾
枚
内
墨
付
八
枚
　
　
　
　
・

竪
五
寸
四
分
横
四
寸
六
分

右
京
極
黄
門
定
家
卿

華
翰
顕
然
実
令
予
使

證
之
而
難
固
辞
因
不
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顧
後
見
之
嘲
染
愚
筆

以
加
焉
其
罪
擬
擢
髪

明
暦
三
年

姑
洗
上
旬
　
牛
庵随

（花
押
）

と
す
る
の
が
あ
り
、
明
暦
二
年

（
〓
ハ
五
七
）
二
月

（姑
洗
）
上
旬
当
時

の
牛
庵
は
、
二
代
目
の
君
水
髄
世
を
指
す
。
こ
れ
は
年
代
的
に
い
っ
て
、

後
述
す
る
よ
う
に
堀
田
家
に
襲
蔵
さ
れ
て
い
た
当
時
、
そ
の
求
め
に
よ
っ

て
牛
庵
が
極
め
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
年
号
の
あ
る
文
書
と
し
て
は
、

請
取
申
判
金
之
事

黄
金
合
参
拾
枚
　
歌
書
是
則
集
之
代
也

右
撻
請
取
申
候
為
其
如
件

堀
田
豊
前
守
内

延
宝
四
年
辰
四
月
廿
七
日
　
　
　
多
賀
八
郎
左
衛
門

（印
）

堀
田
左
門

（印
）

平
野
九
左
衛
門
様
御
内

石
川
小
右
衛
門
殿

と
す
る
の
が
あ
り
、
堀
田
豊
前
守
正
休
か
ら
黄
金
二
十
枚
に
よ
っ
て
平
野

九
左
衛
門
長
直
に
譲
ら
れ
た
内
容
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
資
料
か
ら
古
谷
氏

は
、
正
体
の
父
は
正
信
、
そ
の
母
は
若
狭
小
浜
藩
主
酒
井
忠
勝
娘
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
定
家
本

『是
則
集
』
は
、

忠
勝
↓
正
信
↓
正
休
上
半
野
長
直

と
い
っ
た
伝
来
経
路
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
酒
井
忠

勝
を
想
定
し
た
の
は
、
今
日
広
く
知
ら
れ
る

『伴
大
納
言
絵
巻
』
や

軍
ロ

備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
を
所
持
者
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
お
り
、
そ
の
よ

う
な
蔵
書
家
で
あ
る
か
ら
に
は
定
家
本
も
架
蔵
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と

の
判
断
に
よ
る
。

た
だ
、
こ
の
本
に
は
古
谷
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
各
種
の
資
料
が

添
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
見
落
さ
れ
た
の
か
伝
来
に
関
し
て
は
実
は
了

仲
の
長
い
書
付
が
別
に
存
す
る
。
重
要
な
資
料
な
の
で
、
判
読
し
な
が
ら

全
文
を
引
用
し
て
お
く

（な
お
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
濁
点
、
句
読
点
を

付
し
た
）
。

這
是
則
集

一
冊
者
、
定
家
卿
之
真
跡
希
若
り
一品
、
右
者
中
比

ハ
大
洲

加
藤
泰
義
風
庵
□
所
持
、
時
二
閣
老
堀
田
加
賀
守
紀
止
盛
朝
臣
、
当

時
之
茶
人
ナ
レ
バ
古
筆
ヲ
モ
好
マ
レ
、
依
而
風
庵
ヨ
リ
進
呈
ス
。
正

盛
息
筑
前
守
正
俊
孫
豊
前
守
止
体
二
至
リ
テ
、
交
代
寄
合
ノ
平
野
九

左
衛
門
を
以
而
、
岡
田
将
監
後
豊
前
守
善
政
所
望
シ
テ
、
家
蔵
ト
ナ

ス
。
代
々
岡
田
家
之
蔵
品
タ
リ
シ
オ
、
故
ア
リ
テ
筆
跡
開
々
什
物
ド

モ
了
仲
之
ヲ
秘
愛
ス
。
子
孫
之
フ
反
故
ス
ベ
シ
。
岡
田
善
政
ハ
、
朝

鮮
征
伐
二
名
誉
ア
ル
善
同
ノ
息
也
。
小
堀
遠
州
ノ
門
人
ニ
シ
テ
、
茶

人
、
且
定
家
流
之
能
書
也
。

又
、
了
仲
思
を
ノ
ブ
ル

外
ば
こ
書
付
は
、
堀
田
正
敦
殿
手
跡
也
。
正
敦
、
実
は
仙
台
中
将
宗

村
ノ
末
男
ニ
シ
テ
、
堀
田
家
ヲ
嗣
グ
。
此
人
古
学
、
且
和
可
二
委
ク
、

時
若
年
寄
ヲ
勤
ム
。　
一
代
二
三
千
石
ヲ
加
増
シ
、
世
二
局
名
ナ
ル
人
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也
。
コ
ヽ
二
雲
州
不
昧
君
之
室
静
楽
院
よ
り
子
は
、
宗
村
朝
臣
之
息

女
、
正
敦
之
姉
よ
り
、
時
二
岡
田
伊
熱
手
雪
否
ス
不
昧
君
ノ
義
子
ニ

シ
テ
、
岡
田
ヲ
嗣
ギ
、
常
二
正
敦
卜
交
深
ク
、
国
学

・
ヨ
人
ナ
レ
バ

ト
テ
、
此
笛
認
メ
シ
ト
ナ
ン
。
然
レ
ド
モ
正
敦
茶
道
二
暗
ク
シ
テ
、

麓
略
ナ
ル
書
法
、
且
富
ノ
好
モ
俗
作
ニ
シ
テ
、
数
奇
之
意
二
可
ハ
ズ
。

此
宮
ハ
ナ
ク
ト
モ
可
ナ
ラ
ン
欺
。
中
ノ
宮
ニ
ツ
ハ
、
何
人
ノ
作
意
ナ

ル
哉
。
凡
慮
ノ
フ
ョ
バ
ザ
ル
気
韻
、
賞
ス
ル
ニ
余
リ
ア
リ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
伝
来
の
事
情

が
か
な
り
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
定
家
本
は
、
も
と
伊
予
大
洲
藩
主

加
藤
泰
義
の
蔵
書
で
、
茶
人
で
あ
り
古
筆
に
も
関
心
を
持

っ
て
い
た
堀
田

正
盛
に
贈
呈
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
た
ん
に
そ
れ
だ
け
の
理
由
に
よ
る
の

か
、
ほ
か
に
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
。
正
盛
か
ら
息
子
の
筑
前
守
正
俊
へ
、
さ
ら
に
孫
の
豊
前
守
正

体
に
伝
，４
り
れ
、
そ
れ
が
平
野
九
左
衛
門
の
仲
介
に
よ
っ
て
岡
田
将
監
善

政
の
所
有
に
帰
す
こ
と
に
な
る
。
初
め
に
示
し
た
文
書
は
譲
渡
状
で
は
な

く
仲
介
状
だ

っ
た
わ
け
で
、
こ
の
よ
う
に
し
て
延
宝
四
年
四
月
に
堀
田
正

休
か
ら
岡
田
善
政

へ
と
売
買
に
よ
る
移
動
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
、
岡
田
家
の
什
物
は
古
筆
了
仲
が

手
に
し
、

「子
孫
之
ヲ
保
護
ス
ベ
シ
」
と
す
る
の
で
、
古
筆
家
の
蔵
品
と

し
て
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
了
仲
は
こ
の
定
家
本
に
関
す
る
思
い
を
追
記
し
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
る
と
岡
田
善
政
が
堀
田
正
敦
に
箱
書
き
を
求
め
た
も
の
だ
が
、
正
敦

は
古
学
や
和
歌
に
通
じ
、
政
治
家
と
し
て
も
有
能
で
は
あ
る
も
の
の
、
茶

道
に
は
疎
く
、
そ
れ
だ
け
に
題
字
も
粗
略
だ
と
い
う
。
し
か
も
、
箱
の
好

み
も
俗
で
、
む
し
ろ
箱
は
無
く
て
も
よ
い
と
ま
で
記
す
。
た
だ
、
中
箱
は

気
韻
が
あ
り
、
凡
慮
の
お
よ
ば
な
い
す
ば
ら
し
さ
が
あ
る
と
す
る
。
正
敦

筆
の
外
題
が
見
ら
れ
る
の
は
外
か
ら
二
番
目
の
箱
で
、

「中
ノ
富
」
と
い

う
の
は
、
黒
漆
塗
り
の
二
番
目
な
い
し
は
四
番
目
の
箱
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
か
。
す
る
と
、
江
戸
の
初
期
に
お
い
て
す
で
に
三
個
の
箱
に
納
め
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
、
現
在
の
も
っ
と
も
外
に
あ
る
塗
り
の
な
い
桐
箱
は
そ
れ

以
降
に
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
了
仲
の
書
付
け
に
よ
っ
て
定
家
本
の
伝
来
は
、

加
藤
泰
義
↓
堀
田
正
盛
↓
正
俊
↓
正
休
１
岡
田
善
政
↓
了
仲

と
い
う
経
路
ま
で
は
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
他
の
添
付
資
料
と
し
、

「先
剋
御
返
礼
被
拝
見
候
、
ヨ
書
之
代
黄
金
丹
枚
被
遺
云
々
」
と
す
る
書

状
が
あ
る
が
、
二
十
両
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
延
宝
四
年
の
正
体
の

売
り
値
な
の
で
、
そ
の
折
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

是
則
集
全
部
外
題
並
二
定
家
卿
之
筆
代
物
之
儀
不
案
内
御
座
候
而
判

金
五
拾
枚
程
可
仕
之
候
以
上

二
月
十
日
　
　
　
畠
山
牛
庵

（印
）

と
い
っ
た
文
書
も
見
い
だ
す
も
の
の
、
こ
の
五
十
両
は
い
つ
の
時
点
で
の

売
買
か
判
然
と
し
な
い
。
と
も
か
く
、
こ
の

『是
則
集
』
は
本
文
も
定
家

筆
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
資
料
と
し
て
た
ど
れ
る
と
こ
ろ
で
は
古
筆
家
の
什

物
と
し
て
伝
来
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
は
初
め

に
も
ど
る
が
、
加
賀
前
田
家
の
蔵
品
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
観
空
庵

へ
、
さ

ら
に
入
札
に
よ
っ
て
竹
田
氏
と
手
渡

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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〈付
記
〉
定
家
本

『是
則
集
』
の
調
査
お
よ
び
本
誌

へ
の
使
用
を
お
許
し

い
た
だ
い
た
の
は
、
大
阪
青
山
短
期
大
学
学
長
塩
川
利
員
氏
お
よ
び
短
期

大
学
当
局
の
御
芳
情
に
よ
る
こ
と
を
、
末
尾
な
が
ら
記
し
て
、
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

注（１
）
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
」
第
一
一六
号

（昭
和
四
九
年
二
月
）

（２
）
一
九
六
七
年
刊
、
理
想
社

（３
）
『相
模
集
』

（昭
和

一
八
年
刊
、
古
典
保
存
会
）

（４
）
拙
編

『古
筆
切
資
料
集
成
』
巻
三

（
一
九
八
九
年
刊
、
思
文
閣
出

版
）

（５
）久
保
木
哲
夫
著

『平
安
時
代
私
家
集
研
究
』

（昭
和
六
〇
年
刊
、
笠

間
書
院
）

（６
）徳
川
義
宣

「堤
中
納
言
集
と
名
家
歌
集
」

（
「墨
美
」

一
二
六
号
、

昭
和
三
八
年
四
月
）
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